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論文誌

1. 木本雅彦，大野浩之．自立運用ネットワークの管理を支援する統一環境の構築，情報処理学会論文誌,

Vol. 45, No. 1, pp. 24–32, January 2004.

2. 知念賢一，藤部修平，西岡宗一郎，山口英，山本平一．一斉公開型WWWサーバファームにおける動

的サイト構成変更機構．情報処理学会論文誌，Vol. 45, No. 1, pp. 55–64, January 2004.
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10. 田中康之，國司光宣，石山政浩，寺岡文男．LIN6および HLIN6における認証機構．電子情報通信学会

論文誌，Vol. J87-D-I, No. 5, pp. 497–507, May 2004.
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および評価．電子情報通信学会論文誌，Vol. J87-D-I, No. 5, pp. 508–515, May 2004.

12. 勝野聡，山崎克之，浅見徹，江崎浩．L2 Over MPLSの品質評価．電子情報通信学会和文論文誌 D-1,
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15. 長橋賢吾，江崎浩．インターネットルーチングレジストリにおける経路整合度の評価に関する研究．電
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16. 永見健一，松嶋聡，菊池豊，中川郁夫．OSPF LSA情報を用いた経路情報監視システムの提案と評価．
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信学会論文誌，Vol. J87-D-I, No. 5, pp. 599–609, May 2004.

18. Paik EunKyoung, Cho HoSik, Thierry Ernst, and Yanghee Choi. Design and Analysis of Resource

Management Software for In-Vehicle IPv6 Networks. IEICE Transactions on Communications,
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19. Koki Abe, Takamichi Tateoka, Mitsugu Suzuki, Youichi Maeda, Kenji Kono, and Tan Watanabe.

An Integrated Laboratory for Processor Organization, Compiler Design, and Computer Networking.

IEEE Transactions on Education, Vol. 47, No. 3, pp. 311–320, August 2004.
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System Support for Network Control and Resource Protection. IEEE Transactions on Computers,

Vol. 53, No. 10, pp. 1303–1316, October 2004.

21. 関谷勇司，長健二朗，加藤朗，村井純．基準DNSサーバを利用したDNSのパフォーマンス測定並びに
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23. 藤枝俊輔，楠本博之，村井純．UDLを含むネットワークで動作する OSPF. 電子情報通信学会論文誌，
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24. 國司光宣，田中康之，河野通宗，石山政浩，寺岡文男．階層型マイクロモビリティプロトコルを用いた

ハンドオーバ時間の解析と高速化手法．電子通信情報学会論文誌，Vol. J87-B, No. 10, pp. 1597–1606,
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25. 下條敏男，衛藤将史，門林雄基．ポリシによる複数ファイアウォールの一括設定方式の提案と実装．電

子情報通信学会論文誌，Vol. J87-B, No. 10, pp. 1616–1625, October 2004.

26. 松谷宏紀，湧川隆次，植原啓介，村井純．組み込み機器向けMobile IPv6プロファイル．情報処理学会

論文誌，Vol. 45, No. 10, pp. 2314–2323, October 2004.
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と実装．情報処理学会論文誌，Vol. 45, No. 12, December 2004.
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招待講演（論文付き）

1. Suguru Yamaguchi. Protecting our infrastructure: utilizing everything we have. November 2004.

解説記事

1. Mallik Tatipamula, Patrick Grossetete, and Hiroshi Esaki. IPv6 Integration and Coexistence Strate-

gies for Next-Generation Networks. IEEE Communications Magazine, Vol. 42, No. 1, January 2004.
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mous ID Assignment Support for LIN6. In Proceedings of The International Conference on Infor-

mation Networking 2004 (ICOIN2004), February 2004.
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17. Omar Ismail, Masashi Eto, and Youki Kadobayashi. A Proposal and Implementation of Auto-

matic Detection/Collection System for Cross-Site Scripting Vulnerability. In Proceedings of the

18th International Conference on Advanced Information Networking and Applications (AINA2004),
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22. Akiko Orita. Tell, know and act: A case study in e-Participation representative of Citizen interaction.

In Proceedings of ECEG, June 2004.
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25. Kenjiro Cho, Matthew Luckie, and Bradley Huffaker. Identifying IPv6 Network Problems in the

Dual-Stack World. In Proceedings of SIGCOMM’04 Workshops, pp. 283–294, August 2004.

26. Zhang Shu and Youki Kadobayashi. Troubleshooting on Intra-Domain Routing Instability. In Pro-

ceedings of the ACM SIGCOMM 2004 Workshops (NetTs), pp. 289–294, August 2004.

27. Takuji Iimura, Hiroaki Hazeyama, and Youki Kadobayashi. Zoned Federation of Game Servers:
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28. Eiji Kawai, Youki Kadobayashi, and Suguru Yamaguchi. A Fast Polling I/O Implementation with
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national Conference on Smart Homes and Health Telematic (ICOST), Singapore, September 2004.

Keio University, Japan. http://icost2004.i2r.a-star.edu.sg.

30. 山井成良，繁田展史，岡山聖彦，宮下卓也，丸山伸，中村素典．発信者詐称 spamメールに起因するエラー

メール集中への対策手法．FIT2004第 3回情報科学技術フォーラム 情報技術レターズ 3, pp. 313–316,

September 2004.

31. 佛圓裕一，垣内正年，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．移動体からの実時間データ配信に適したマルチキャ

スト経路制御機構の提案．インターネットコンファレンス 2004論文集，pp. 3–11, October 2004.

32. Masafumi Watari, Koshiro Mitsuya, and Jun Murai. Neighbor Route Discovery for Route Optimiza-

tion in Nested Mobile Networks.インターネットコンファレンス 2004論文集，pp. 39–45, October 2004.
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IEEE International Conference on Networks (ICON), Singapore, November 2004.

35. François Leiber. Adaptive Applications and Usages of Mobility in IPv6. In Journées Scientifiques

Francophones (JSF), Tokyo, Japan, November 2004.
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ワークショップ（査読なし）

1. 垣内正年，森島直人，砂原秀樹．ポリシ先読みによるパラメータフィルタ高速化の試み．情報処理学会

研究報告，Vol. 2004，No. 9, pp. 89–94, January 2004.

2. 三角真，宮地利幸，知念賢一，篠田陽一．実ノードを利用したネットワークシミュレーションにおける

ノードへのOSの導入及びパラメータ設定機構の開発．情報処理学会研究報告書DPS-116, pp. 95–100,

January 2004.

3. 川西智也，中村素典，岡部寿男，美濃導彦．FECと Path-Diversityを利用した回復可能なストリーミ

ング．情報処理学会 第 116回 DPS研究会 論文集，January 2004.

4. 田中基貴，河合栄治，藤川和利，砂原秀樹．メモ情報に基づく情報流通基盤の提案と実現．情報処理学

会研究報告，Vol. 2004，No. 11, pp. 51–56, January 2004.

5. 出口眞人，中川晋一，三角真，篠田陽一．マルチキャストを用いたモバイルコンピュータデバイス拡張の提

案．情報処理学会モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会 情報処理学会2004-MBL-31(21),

pp. 157–162, January 2004.

6. 太田政宏，横山輝明，衛藤将史，門林雄基，山口英．遠隔授業における共同レポート作成のための議論支

援システムの実装と評価．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 103, No. 605, IA2003-38, pp. 13–18,

January 2004.

7. Yan Adikusuma, Takeshi Okuda, and Suguru Yamaguchi. Delegated Validation System for Secure

Authentication in WLAN Roaming. In Technical Report of IEICE, Vol. 103, No. 605, IA2003-43,

pp. 43–48, January 2004.

8. 亀井仁志，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．分散環境における計算機群の名前環境統一機構の実現．電子

情報通信学会技術研究報告，pp. 55–60, January 2004.

9. 長尾寛行，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．複数の誤り制御手法による階層型ストリーミングの品質制御

機構の実現．電子情報通信学会技術研究報告，pp. 37–42, January 2004.

10. 福田光利，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．ユーザの移動を考慮した多対多型マルチキャスト配送木の動

的構築手法．電子情報通信学会技術研究報告，pp. 61–66, January 2004.

11. Kenjiro Cho. Fitting theory into reality in the ALTQ case. In Proceedings of ASIA BSD conference,

March 2004.

12. 米田孝弘，清原智和，村本衛一，鈴木史章，篠田陽一．多対多通信のための動的 IP Multicastトンネル

網構成法の提案と実装．信学技報 NS2003-256, pp. 13–17, March 2004.

13. 石山政浩，鎌田健一，坂根昌一，岡部宣夫，井上淳．制御ネットワークの IP化におけるノードの安全

な自律設定システムの一検討．情報処理学会 分散システム／インターネット運用技術シンポジウム，

March 2004.
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14. 丸山伸，中村素典，岡部寿男，山井成良．動的に応答が変化するネームサーバ技術のメール配送エージェ

ントへの応用．情報処理学会 第 32回 分散システム／インターネット運用技術（DSM）研究会 論

文集，March 2004.

15. 秦康祐，古閑宏幸，飯田勝吉，門林雄基，山口英．移動透過性を実現するアソシエーション層の設計と

実装．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 103, No. 690, NS2003-261, pp. 53–57, March 2004.

16. 為近智行，奥田剛，飯田勝吉，門林雄基，山口英．非同期通信環境下における電子現金個人間送金システ

ムの提案．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 103, No. 689, NS2003-285, pp. 167–170, March 2004.

17. 竹内茂樹，古閑宏幸，飯田勝吉，門林雄基，山口英．移動透過性を実現するアソシエーション層の設計

と実装．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 103, No. 690, NS2003-310, pp. 309–313, March 2004.

18. 漣一平，山井成良，岡山聖彦，宮下卓也，丸山伸，中村素典．遅延評価による分散協調型 spamフィル

タの検出率向上．情報処理学会 第 117回 マルチメディア通信と分散処理（DPS）研究会 論文集，

March 2004.

19. 佐藤伸広，Dahanayakage DINESH，清水雅一，楯岡孝道，阿部公輝．インターネットプロトコルス

タックのハードウェア／ソフトウェア協調設計．電子情報通信学会 2004年総合大会講演論文集，p. 86,

March 2004.

20. 須子善彦，國領二郎，村井純．知人関係を用いたプライバシ保護型マッチングシステムの研究．総合政

策学ワーキングペーパーシリーズ，pp. 1–40, April 2004.

21. 原史明，栗栖俊治，渡辺恭人，白石陽，寺岡文男．GLIシステムにおける位置情報履歴および付帯情

報管理機構の構築．情報処理学会 モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会 研究報告，

May 2004.

22. 田中康之，土井裕介，國司光宣，寺岡文男．Chordによる LIN6 nodeの位置解決手法．情報処理学会

モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会 研究報告，May 2004.

23. 黄穎，中村素典，岡部寿男．公開鍵暗号による電子署名を用いた公衆無線インターネットアクセス方式

の提案．ITRCインターネット技術第 163委員会（ITRC）15, May 2004.

24. 中村素典，八木啓介，岡部寿男．IIDC 1394 Digital Camera over IP による遠隔講義用高品位映像伝送

システムの実装とプロトコル．インターネット技術第 163委員会（ITRC）15, May 2004.

25. 鈴木未央，櫨山寛章，門林雄基．AnyBed: クラスタ環境に依存しない実験ネットワーク構築支援機構の

設計と実装．情報処理学会研究報告，2004-OS-96-(17), pp. 121–128, June 2004.

26. 安間健介，國司光宣，石山政浩，寺岡文男．匿名性を考慮した IPモビリティ通信機構．情報処理学会

マルチメディア通信と分散処理研究会 No. 118, pp. 7–12, June 2004.

27. 神谷弘樹，渋井理恵，寺岡文男．IPモビリティ実験のための無線環境エミュレータの試作．情報処理学

会 マルチメディア通信と分散処理研究会 No. 118, pp. 19–24, June 2004.

28. 戸辺論，和泉順子，浅子正浩，石井真，植原啓介，砂原秀樹．インターネットを基盤とした高度衛星測

位環境．電子情報通信学会技術研究報告，ITS2004, pp. 45–50, July 2004.

29. 山下裕，田中康之，木村徹，小野夏子，寺岡文男．FMIPv6における高速認証方式の提案と検証．情報

処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2004）シンポジウム論文集，July 2004.

30. 坂牧子，田智秀，寺岡文男．IPv6モビリティ環境のための AAA機構の設計・実装・評価．情報処理学

会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2004) シンポジウム論文集，July 2004.

31. 沼田雅美，寺岡文男．GLIシステムにおける相対的位置情報管理機構の実装．情報処理学会 マルチメ

ディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2004）シンポジウム論文集，July 2004.

32. 木本雅彦，大野浩之．災害時の情報伝達に適した磁気反転表示装置の設計と実装．情報処理学会研究報

告 DSM研究会，pp. 55–60, July 2004.

33. Kazunori Miyazawa and Masahide NAKAMURA. IPv6 IPsec and Mobile IPv6 implementation of

Linux. In Proceeding of the Linux Symposium 2004, pp. 371–380, July 2004.
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34. 中村素典．SPAM対策の技術と標準化動向．FIT2004第 3回情報科学技術フォーラム SPAM対策技

術の最前線（インターネット技術スペシャルセッション）講演資料，pp. 1–27, September 2004.

35. Nor Zehan Binti Ahmad，楯岡孝道，阿部公輝，林信夫．柔軟なプライバシ保護を考慮した分散型位置

情報システムの提案．情報処理学会 モーバイルコンピューティング研究会 第 30回研究報告会論文

集，pp. 25–32, September 2004.

36. 戸田智雄，生野徳彦，寺岡文男．VOD配信に適した Peer-to-Peerファイル共有システム．電子情報通

信学会 インターネットアーキテクチャ研究会研究報告，October 2004.

37. 宮地利幸，知念賢一，篠田陽一．大規模な汎用実験環境における資源管理．インターネットコンファレ

ンス 2004（WIP）日本ソフトウェア科学会 研究資料シリーズ No. 33, p. 131, October 2004.

38. 宮地利幸，知念賢一，篠田陽一．StarBEDにおける実験支援システム．インターネットコンファレンス

2004（デモ）日本ソフトウェア科学会 研究資料シリーズ No. 33, p. 141, October 2004.

39. 河合栄治，門林雄基，山口英．実時間シグナルを用いたポーリング I/Oライブラリの設計．第 16回コ

ンピュータシステム・シンポジウム Comsys2004. 情報処理学会，November 2004.

40. 遠山祥広，塚田学，植原啓介，砂原秀樹，村井純．インターネット自動車のテストベッドの構築と評価．

情報処理学会 第 6回ユビキタスコンピューティングシステム研究会，pp. 37–43, November 2004.

41. 横山輝明，山口英．Relationship: インターネットを機器間配線の基盤として利用するための技術の提

案．情報処理学会 マルチメディア通信と分散処理 No. 2004-DPS-120, November 2004.

42. 塩出一平，横山輝明，山口英．バックボーンネットワークでのトラフィック解析によるワーム自動検知

に関する考察．情報処理学会 マルチメディア通信と分散処理 No. 2004-DPS-120, November 2004.

43. 木村美恵子，藤田裕子，湯山洋一，川西智也，中村素典，中川晋一，伊藤篤，永田宏，木村朝子，武田隆

久，渡辺裕，浅見徹．ASP型栄養計算システムの開発．第 24回医療情報学連合大会（第 5回日本医療

情報学会学術集会），November 2004.

44. 増田慎吾，蟻川浩，市川本浩，藤川和利，砂原秀樹．Grid Computingによる科学技術計算のためのワー

クフローシステム．情報処理学会研究報告（ハイパフォーマンスコンピューティング），No. HPC-100,

pp. 31–36, December 2004.

45. 嶋村昌義，飯田勝吉，古閑宏幸，門林雄基，山口英．動的重み配分アルゴリズムによる VPNホース帯

域割当手法の提案とその性能評価．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 104, No. 514, IN2004-130,

pp. 1–6, December 2004.

46. 大塚敏晴，飯田勝吉，門林雄基，山口英．マルチホームを有効に活用する高速データ転送プロトコルの

検討．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 104, No. 514, IN2004-136, pp. 37–42, December 2004.

47. 新井イスマイル，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．TPOメタデータに基づく情報検索手法の提案．第 12

回マルチメディアと分散処理ワークショップ，pp. 251–256, December 2004.

Internet-Draft

1. Motonori Nakamura and Jun-ichiro Hagino. IPv6 SMTP operational experience in mixed IPv4/IPv6

environements, January 2004. draft-ietf-ngtrans-ipv6-smtp-requirement-08.txt.

2. Jun-ichiro Hagino. Multiple protocol support in getnameinfo API, January 2004.

draft-itojun-ipv6-getnameinfo-multiproto-00.txt.

3. Jun-ichiro Hagino. Multiple protocol support in getnameinfo API, February 2004.

draft-itojun-ipv6-getnameinfo-multiproto-01.txt.

4. G. Keeni, K. Nagami, K. Koide, and S. Gundavelli. The Mobile IPv6 MIB, February 2004.

draft-ietf-mip6-mipv6-mib-01.txt.

5. Ryuji Wakikawa, Vijay Devarapalli, and Pascal Thubert. Inter Home Agents Protocol (HAHA),

February 2004. draft-wakikawa-mip6-nemo-haha-01.txt.
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6. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

February 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-00.txt.

7. Yasuhiro Morishita and Tatuya Jinmei. Common Misbehavior against DNS Queries for IPv6

Addresses, February 2004. draft-ietf-dnsop-misbehavior-against-aaaa-00.txt.

8. Stephen Deering, Brian Haberman, Tatuya Jinmei, Erik Nordmark, and Brian Zill. IPv6 Scoped

Address Architecture, February 2004. draft-ietf-ipv6-scoping-arch-01.txt.

9. K. Nagami, S. Uda, N. Ogashiwa, R. Wakikawa, H. Esaki, and H. Ohnishi. Multi-homing for small

scale fixed network Using Mobile IP and NEMO, March 2004.

draft-nagami-mip6-nemo-multihome-fixed-network-00.txt.

10. Yasuhiro Morishita and Tatuya Jinmei. Common Misbehavior against DNS Queries for IPv6

Addresses, April 2004. draft-ietf-dnsop-misbehavior-against-aaaa-01.txt.

11. Pascal Thubert, Ryuji Wakikawa, and Vijay Devarapalli. NEMO Home Network models, April 2004.

draft-ietf-nemo-home-network-models-00.txt.

12. G. Keeni, K. Nagami, K. Koide, and S. Gundavelli. The Mobile IPv6 MIB, May 2004.

draft-ietf-mip6-mipv6-mib-02.txt.

13. R. Wakikawa, K. Uehara, T. Ernst, and K. Nagami. Multiple Care-of Addresses Registration,

June 2004. draft-wakikawa-mip6-multiplecoa-03.txt.

14. Vijay Devarapalli, Ryuji Wakikawa, Alexandru Petrescu, and Pascal Thubert. Network Mobility

(NEMO) Basic Support Protocol, June 2004. draft-ietf-nemo-basic-support-03.txt.

15. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

June 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-01.txt.

16. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

June 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-02.txt.

17. Tatuya Jinmei. Clarifications on DHCPv6 Authentication, July 2004.

draft-jinmei-dhc-dhcpv6-clarify-auth-00.txt.

18. Koki Mitani, Rie Shibui, and Fumio Teraoka. Unified L2 Abstractions for L3-Driven Fast Handover,

July 2004. draft-koki-mobopts-l2-abstractions-00.txt.

19. K. Nagami, S. Uda, N. Ogashiwa, R. Wakikawa, H. Esaki, and H. Ohnishi. Multi-homing for small

scale fixed network Using Mobile IP and NEMO, July 2004.

draft-nagami-mip6-nemo-multihome-fixed-network-01.txt.

20. G. Keeni, K. Nagami, K. Koide, and S. Gundavelli. The Mobile IPv6 MIB, July 2004.

draft-ietf-mip6-mipv6-mib-03.txt.

21. Yuji Nomura, Rod Walsh, Juha-Pekka Luoma, Hitoshi Asaeda, and Henning Schulzrinne. A Frame-

work for the Usage of Internet Media Guides, July 2004. draft-ietf-mmusic-img-framework-08.txt.

22. Ryuji Wakikawa and Masafumi Watari. Optimized Route Cache Protocol, July 2004.

draft-wakikawa-nemo-orc-00.txt.

23. Nicolas Motavont, Ryuji Wakikawa, Thierry Ernst, Thomas Noel, and Chan-Wah Ng. Analysis of

Multihoming in Mobile IPv6, July 2004.

draft-montavont-mobileip-multihoming-pb-statement-01.txt.

24. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

July 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-03.txt.

25. Soohong Daniel Park, Radhakrishnan S, O.L.N. Rao, Syam Madanapalli, and Tatuya Jinmei.

Consideration M and O Flags of IPv6 Router Advertisement, July 2004.

draft-daniel-ipv6-ra-mo-flags-00.txt.
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26. Thierry Ernst, Nicolas Montavont, Ryuji Wakikawa, EunKyoung Paik, ChanWah Ng, Koojana

Kuladinithi, and Thomas Noël. Goals and Benefits of Multihoming, July 2004.

draft-ernst-generic-goals-and-benefits-00.

27. Romain Kuntz, EunKyoung Paik, Manabu Tsukada, Thierrry Ernst, and Koshiro Mitsuya. Evalu-

ating Multiple Mobile Routers and Multiple NEMO-Prefixes in NEMO Basic Support. July 2004.

draft-kuntz-nemo-multihoming-test-00.txt.

28. Nicolas Montavont, Ryuji Wakikawa, and Thierry Ernst. Analysis of Multihoming in Mobile IPv6.

July 2004. draft-montavont-mobileip-multihoming-pb-statement-01.txt.

29. Stephen Deering, Brian Haberman, Tatuya Jinmei, Erik Nordmark, and Brian Zill. IPv6 Scoped

Address Architecture, August 2004. draft-ietf-ipv6-scoping-arch-02.txt.

30. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

August 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-04.txt.

31. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

August 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-05.txt.

32. G. Keeni, K. Nagami, K. Koide, and S. Gundavelli. The Mobile IPv6 MIB, September 2004.

draft-ietf-mip6-mipv6-mib-04.txt.

33. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

September 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-06.txt.

34. Soohong Daniel Park, Syam Madanapalli, and Tatuya Jinmei. Considerations on M and O Flags of

IPv6 Router Advertisement, September 2004. draft-daniel-ipv6-ra-mo-flags-01.txt.

35. Thierry Ernst and Hong-Yon Lach. Network Mobility Support Terminology, October 2004.

draft-ietf-nemo-terminology-02.txt.

36. Thierry Ernst. Network Mobility Support Requirements, October 2004.

draft-ietf-nemo-requirements-03.txt.

37. Tatuya Jinmei. Clarifications on DHCPv6 Authentication, October 2004.

draft-ietf-dhc-dhcpv6-clarify-auth-00.txt.

38. Yasuhiro Morishita and Tatuya Jinmei. Common Misbehavior against DNS Queries for IPv6

Addresses, October 2004. draft-ietf-dnsop-misbehavior-against-aaaa-02.txt.

39. Masafumi Watari and Thierry Ernst. Route Optimization with Nested Correspondent Nodes,

October 2004. draft-watari-nemo-nested-cn-00.txt.

40. Pascal Thubert, Ryuji Wakikawa, and Vijay Devarapalli. NEMO Home Network models,

October 2004. draft-ietf-nemo-home-network-models-01.txt.

41. Pascal Thubert, Ryuji Wakikawa, and Vijay Devarapalli. Global Ha to HA protocol, October 2004.

draft-thubert-nemo-global-haha-00.txt.

42. Nicolas Motavont, Ryuji Wakikawa, Thierry Ernst, Thomas Noel, and Chan-Wah Ng. Analysis of

Multihoming in Mobile IPv6, October 2004.

draft-montavont-mobileip-multihoming-pb-statement-02.txt.

43. Thomas Clausen, Emmanuel Baccelli, and Ryuji Wakikawa. NEMO Route Optimisation Problem

Statement, October 2004. draft-clausen-nemo-ro-problem-statement-00.txt.

44. Ryuji Wakikawa and Masafumi Watari. Optimized Route Cache Protocol, October 2004.

draft-wakikawa-nemo-orc-01.txt.

45. Koki Mitani, Rie Shibui, and Fumio Teraoka. Unified L2 Abstractions for L3-Driven Fast Handover,

October 2004. draft-koki-mobopts-l2-abstractions-01.txt.

46. S. Gundavelli, G. Keeni, K. Koide, and K. Nagami. NEMO Management Information Base,
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October 2004. draft-ietf-nemo-mib-00.txt.

47. G. Keeni, K. Nagami, K. Koide, and S. Gundavelli. The Mobile IPv6 MIB, October 2004.

draft-ietf-mip6-mipv6-mib-05.txt.

48. K. Nagami, S. Uda, N. Ogashiwa, R. Wakikawa, H. Esaki, and H. Ohnishi. Multi-homing for small

scale fixed network Using Mobile IP and NEMO, October 2004.

draft-nagami-mip6-nemo-multihome-fixed-network-02.txt.

49. ChanWah Ng, EunKyoung Paik, and Thierry Ernst. Analysis of Multihoming in Network Mobility

Support, October 2004. draft-ietf-nemo-multihoming-issues-01.

50. Soohong Daniel Park, Syam Madanapalli, and Tatuya Jinmei. Considerations on M and O Flags of

IPv6 Router Advertisement, November 2004. draft-ietf-ipv6-ra-mo-flags-00.txt.

51. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,

December 2004. draft-ietf-ipv6-rfc2462bis-07.txt.

学位論文

1. 垣内正年．インターネットにおける高機能サービス実現のための通信データに対する処理の選択機構に

関する研究．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，Febuary 2004.

2. 中山貴夫．大規模WWWサーバの設計支援のための性能評価技術に関する研究．奈良先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，Febuary 2004.

3. Ryuji Wakikawa. Design of Architecture and Protocols for Universal Mobile Internet. Keio Univer-

sity, February 2004.

4. 木本雅彦．自立運用小規模ネットワークの構築に関する研究．東京工業大学，March 2004.

5. 井澤志充．災害時情報流通支援のための仕組みに関する研究．北陸先端科学技術大学院大学，情報科学

研究科 情報システム学専攻，March 2004.

6. 宇多仁．ラベルスイッチングによる高機能インターネットの実現に関する研究．北陸先端科学技術大学

院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，March 2004.

7. 小柏伸夫．インターネット上でのパス指向マルチキャスト通信に関する研究．北陸先端科学技術大学院

大学，March 2004.

8. 吉藤英明．IPv6コアプロトコルスタックに関する研究開発 ―Serialized Data State Processingに基

づく設計と実装―．東京大学，情報理工学研究科 電子情報学専攻，March 2004.

9. Masataka Kanamori. Studies on Retrospective Identification of Link Layer Addresses in Distributed

Forensic Databases. Nara Institute of Science and Technology, March 2004.

10. 國司光宣．移動通信のためのネットワークアーキテクチャとプロトコルに関する研究．慶應義塾大学大

学院，理工学研究科開放環境科学専攻，September 2004.

修士論文

1. 川西智也．Packet Path Diversityを利用した高信頼のメディアストリーミング．京都大学，大学院情報

学研究科知能情報学専攻，February 2004.

2. 松本存史．Design and Implementation of End-to-End Multihoming Systems. 京都大学，大学院情報

学研究科知能情報学専攻，February 2004.

3. 河合宏美．TCPの輻輳制御の観点による IP層のハンドオーバー手法の評価．慶應義塾大学大学院，理

工学研究科開放環境科学専攻，February 2004.

4. 須子善彦．知人関係を用いたプライバシ保護型マッチングシステムの研究．慶應義塾大学大学院，政策・

メディア研究科政策・メディア専攻，January 2004.

5. 日野哲志．通信環境を考慮したインターネット自動車のためのアプリケーション開発環境に関する研究．
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慶應義塾大学大学院，政策メディア研究科，February 2004.

6. 三屋光史朗．GGCAST—A Location Based Multicast—. 慶應義塾大学大学院，政策メディア研究科，

February 2004.

7. 由木泰隆．オーバレイネットワークの相互接続を用いたサービス統合アーキテクチャ．東京大学大学院，

情報理工学研究科 電子情報学専攻，March 2004.

8. 鎌田健一．スケーラブルなセキュリティーアーキテクチャの設計と性能評価．東京大学大学院，情報理

工学研究科 電子情報学専攻，March 2004.

9. ラディナル ラフマット．Mobile IPを用いた End-to-Endマルチホームアーキテクチャの提案．東京

大学大学院，情報理工学研究科 電子情報学専攻，March 2004.
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11. 新井イスマイル．TPOメタデータを用いた情報検索手法の提案と評価．奈良先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

12. 亀井仁志．分散環境におけるユーザ毎の統一名前空間構築機構の提案と実装．奈良先端科学技術大学院

大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

13. 田坂和之．インターネット上で実空間情報を収集・管理するフレームワークの設計と実装．奈良先端科

学技術大学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

14. 田中基貴．メモ情報の基づく P2P型情報流通基盤の設計と実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科

学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

15. 中尾嘉宏．トラフィック特徴抽出によるネットワーク運用支援手法に関する提案と評価．奈良先端科学

技術大学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

16. 長尾寛行．複数の誤り制御手法による階層型ストリーミングの品質制御機構の提案と評価．奈良先端科

学技術大学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

17. 能城茂雄．デジタルコミュニケーション基盤を利用した学習支援手法の提案及び実証．奈良先端科学技

術大学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

18. 広渕崇宏．IPネットワークを利用した計算機周辺機器共有制御機構の設計と実装．奈良先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

19. 福田光利．ユーザの移動を考慮した多対多型アプリケーションマルチキャスト配送木の動的構築手法の

提案と評価．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科 情報システム学専攻，February 2004.

20. 太田政宏．遠隔授業における共同レポート作成のための議論支援システムの実装と評価．奈良先端科学

技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.
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大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.

22. 鈴木未央．ネットワークエミュレーションテストベッドにおける実験ネットワークトポロジ構築機構の

設計と実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.

23. 為近智行．エスクロー電子現金に基づく間欠接続を許容する個人間送金システム．奈良先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.

24. 夏山京大．リンクステート型プロトコルにおけるポリシに基づいたコスト決定アルゴリズムの提案と実

装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.

25. 秦康祐．マルチホーム環境に適した移動透過性を実現するアソシエーション層の設計と実装．奈良先端

科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.
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報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.

27. Omar Ismail. An Alarm Aggregation Architecture for identifying One-Way XSS Attacks. 奈良先端
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科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，February 2004.

28. François Leiber. IPv6 applications to demonstrate IP-layer mobility mechanisms. Ecole Nationale

Supérieure des Télécommunications de Bretagne, September 2004.

http://www.nautilus6.org/doc/tc-application-20040920-LEIBER.pdf.

29. Romain Kuntz. Development of a NEMO-based demonstration platfrom in IPv6. Université Louis

Pasteur, Strasbourg, France, September 2004.

http://www.nautilus6.org/doc/tc-demo-platform-20041110-KuntzR.pdf.

卒業論文

1. 渋井理恵．プロトコルレイヤ間情報伝達機構 LIES の設計と実装．慶應義塾大学，情報工学科，

February 2004.

2. 戸田智雄．VOD配信に適した Peer-to-Peerファイル共有システムの提案と実装及び評価．慶應義塾大

学，情報工学科，February 2004.

3. 沼田雅美．GLI システムにおける相対的位置情報管理機構の構築．慶應義塾大学，情報工学科，

February 2004.

4. 原史明．GLIシステムにおける位置情報履歴および付帯情報管理機構の構築．慶應義塾大学，情報工学

科，February 2004.

5. 坂牧子．IPv6モビリティ環境のためのAAA機構の設計と実装．慶應義塾大学，情報工学科，February 2004.

6. 坂野あゆみ．LIN6に基づくネットワークモビリティプロトコルの設計と実装．慶應義塾大学，情報工学

科，February 2004.

7. 山下裕．FMIPv6における高速認証方式の提案と検証．慶應義塾大学，情報工学科，February 2004.

8. 廣瀬峻．分散ハッシュテーブルを用いたONSの設計と実装．慶應義塾大学，環境情報学部，February 2004.

9. 堀岡大輔．インターネット自動車における車両情報管理および利用に関する研究．慶應義塾大学，環境

情報学部，February 2004.

10. 成瀬大亮．RFIDのプライバシ保護機構に関する研究．慶應義塾大学，環境情報学部，February 2004.

11. 金子紘子．インターネット環境下における RFIDシステムを用いた位置情報取得に関する研究．慶應義

塾大学，環境情報学部，February 2004.

12. 松谷宏紀．再構成可能なハードウェアを用いたネットワークアプライアンスの提案．慶應義塾大学，環

境情報学部，February 2004.

13. 工藤紀篤．インターネットを用いたリアルタイム遠隔授業におけるインタラクションの実現．慶應義塾

大学，環境情報学部，February 2004.

14. 久松剛．分散環境におけるフィードバックを用いたオーケストラ演奏機構の構築．慶應義塾大学，環境

情報学部，March 2004.

15. 堀場勝広．分散協調環境における効率的な高品質映像制御に関する研究．慶應義塾大学，総合政策学部，

February 2004.

16. 三島和宏．伝送特性に応じた適応型映像・音声配信機構の設計と構築．慶應義塾大学，環境情報学部，

January 2004.

17. 神谷誠．P2Pアプリケーション Peercastにおける接続効率向上方式の一提案．東京大学，工学部電子情

報学科，March 2004.

18. 細羽啓司．高速ネットワーク環境下でのパケット処理負荷の計測と表示方式の実装．東京大学，工学部

電子情報学科，March 2004.

19. 浜端紀行．通信回線共有方式におけるハンドオフ方式の改善．東京大学，工学部電子情報学科，March 2004.
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Département Informatique, Laboratoire LSIIT, UMR CNRS-ULP 7005, September 2004.

[209] Nicolas Montavont, Thierry Ernst, and Thomas Noel. Multihoming in Nested Mobile Networks.

In International Symposium on Applications and the Internet (SAINT)—IPv6: Technology and

Deployment Workshop, Tokyo, Japan, January 2004.

[210] Nicolas Montavont, Thomas Noel, and Mohammed Kassi-Lahlou. MIPv6 for Multiple Interfaces.

Technical Report draft-montavont-mobileip-mmi-01.txt, IETF, October 2003. Work in

progress.

[211] Nicolas Montavont, Ryuji Wakikawa, and Thierry Ernst. Analysis of Multihoming in Mobile

IPv6. Internet Draft draft-montavont-mobileip-multihoming-pb-statement-01.txt, IETF,

July 2004. Work in progress.

[212] Kathleen M. Moriarty. Incident Handling: Real-Time Inter-Network Defense, October 2004.

draft-ietf-inch-rid-01.txt.

[213] Y. Morishita and T. Jinmei. Common Misbehavior against DNS Queries for IPv6 Addresses,

October 2004. draft-ietf-dnsop-misbehavior-against-aaaa-02.txt.

[214] Katherine L. Morse. Interest Management in Large-Scale Distributed Simulations. Technical

Report ICS-TR-96-27, 1996. http://citeseer.ist.psu.edu/morse96interest.html.

[215] J. Moy. OSPF Version 2, RFC2328. April 1998.

[216] MRTG: The Multi Router Traffic Grapher.

http://people.ee.ethz.ch/~oetiker/webtools/mrtg/.

[217] Eiichi Muramoto, Takahiro Yoneda, Atsushi Nakamura, Makoto Misumi, Toshiyuki Miyachi, and

Yoichi Shinoda. Report on a Method of Simulating Multicast Group Communication on the Inter-

net. In Towards Peta-Bit Ultra Networks, September 2003.

[218] K. Nagami, S. Uda, N. Ogashiwa, R. Wakikawa, H. Esaki, and H. Ohnishi. Multi-homing for small

scale fixed network Using Mobile IP and NEMO, July 2004.

draft-nagami-mip6-nemo-multihome-fixed-network-01.txt.

[219] T. Narten at el. Neighbor Discovery for IP version 6 (IPv6), October 2004.

draft-ietf-ipv6-2461bis-01.txt.

[220] National Institute of Information and Communications Technology (NICT). Hokuriku IT open

laboratory. http://www.hokuriku-it.nict.go.jp/, September 2002.

[221] Nautilus6 Working Group, WIDE Project. Web page, As of January 2005.

http://www.nautilus6.org.

[222] Nautilus6 Working Group WIKI, WIDE Project. URL, As of January 2005.

http://www.nautilus6.org/confidential/n6wiki/pukiwiki.php.

[223] NEMO—Network Mobility Working Group.

http://www.ietf.org/html.charters/nemo-charter.html.

[224] NeoCore XMS. http://www.neocore.jp/.

690



[225] Network Emulation in the Vint NS Simulator, December 1988.

[226] Network Processorホームページ．http://np.naist.jp/.

[227] Chan Wah Ng and Thierry Ernst. Multiple Access Interfaces for Mobile Nodes and Networks. In

IEEE International Conference on Networks (ICON), Singapore, November 2004.

[228] Chan Wah Ng, Eun Kyoung Paik, and Thierry Ernst. Analysis of Multihoming in Network Mobility

Support. Internet Draft draft-ietf-nemo-multihoming-issues-01, IETF, October 2004. Work in

progress.

[229] NiCT. Hokuriku IT Open Laboratory. http://www.hokuriku-it.tao.go.jp/english/.

[230] M. Oe, Y. Kadobayashi, and S. Yamaguchi. An implementation of a hierarchical IP traceback

architecture. In Proceedings of IPv6 Workshop, SAINT 2003, Orland, USA, January 2003.

[231] Masafumi OE and Suguru YAMAGUCHI. Implementation and Evaluation of IPv6 Anycast. In

Proc. of INET 2000, June 2000.

[232] Akimichi Ogawa. DVTS (Digital Video Transport System) WWW page, November 2001.

http://www.sfc.wide.ad.jp/DVTS/.

[233] Y. Ohba, Y. Katsube, E. Rosen, and P. Doolan. MPLS Loop Prevention Mechanism, RFC3063.

February 2001.

[234] D. Oran and Ed. OSI IS-IS Intra-domain Routing Protocol, RFC1142. February 1990.

[235] Eun Kyoung Paik. Performance Enhancement for IPv6 Network Mobility. PhD thesis, Seoul

National University, South-Korea, School of Electrical Engineering and Computer Science,

August 2004.

[236] Eun Kyoung Paik, HoSik Cho, Thierry Ernst, and Yanghee Choi. Design and Analysis of Resource

Management Software for In-Vehicle IPv6 Networks. IEICE Transactions on Communications,

Vol. E87-B, No. 7, July 2004.

[237] Eun Kyoung Paik, HoSik Cho, Thierry Ernst, and Yanghee Choi. Load Sharing and Session

Preservation with Multiple Mobile Routers for Large Scale Network Mobility. In AINA:

International Conference on Advanced Information Networking and Applications, Fukuoka, Japan,

March 2004.

[238] Lothar Pantel and Lars C. Wolf. On the impact of delay on real-time multiplayer games. In

Proceedings of the 12th international workshop on Network and operating systems support for

digital audio and video, pp. 23–29. ACM Press, 2002.

[239] Bradford W. Parkinson and James J. Spilker Jr. Global Positioning System: Theory and Applica-

tions. The American Institute of Aeronautics and Astronautics, Washington, DC, 1995.

[240] C. Partridge, T. Mendez, and W. Milliken. Host Anycasting Service, RFC1546. November 1993.

[241] pcNetFlow. http://cluster19.aist-nara.ac.jp/public/.

[242] J.D. Pellegrino et al. Bandwidth requirement and state consistency in three mutliplayer game

architecture. In Proceedings of the 2nd workshop on Network and system support for games

(NETGAMES), pp. 52–59. ACM Press, 2003.

[243] R. Periakaruppan and E. Nemeth. GTrace: A graphical traceroute tool. In USENIX LISA,

pp. 69–78, November 1999.

[244] C. Perkins. Mobility Support in IPv6. Internet-Drafts (draft-ietf-mobileip-ipv6-24.txt),

June 2003.

[245] C.E. Perkins and D.B. Johnson. Mobility support in IPv6. In the Second Annual International

Conference on Mobile Computing and Networking (MobiCom’96), Rye, New York, USA, Nov. 1996.

[246] C. Perkins and E. Royer. Ad-hoc On-Demand Distance Vector Routing. In Proceedings of 2nd

691



IEEE Workshop on Mobile Computing Systems and Applications, February 1999.

[247] Perl DBI. http://dbi.perl.org/.

[248] P. Phaal, S. Panchen, and N. McKee. InMon Corporation’s sFlow: A Method for Monitoring

Traffic in Switched and Routed Networks, RFC3176. September 2001.

[249] Plugtests. http://www.etsi.org/plugtests/home.htm.

[250] portaudit. http://sourceforge.net/projects/portaudit/.

[251] J. Postel. Internet Protocol, RFC791. September 1981.

[252] A. Puri, B.G Haskell, and A.N. Netravali. Digital Video: An Introduction to MPEG-2. Chapman

& Hall, 1997.

[253] Peter Quax et al. Objective and Subjective Evaluation of the Influence of Small Amounts of Delay

and Jitter on a Recent First Person Shooter Game. In Proceedings of ACM SIGCOMM Workshop

Network and System Support for Games NetGames-4, Aug. 2004.

[254] Sylvia Ratnasamy, Paul Francis, Mark Handley, Richard Karp, and Scott Schenker. A scalable

content-addressable network. In Proceedings of the 2001 conference on applications, technolo-

gies, architectures, and protocols for computer communications, pp. 161–172. ACM Press, 2001.

http://citeseer.ist.psu.edu/article/ratnasamy01scalable.html.

[255] Sylvia Ratnasamy, Mark Handley, Richard Karp, and Scott Shenker. Topologically-Aware Overlay

Construction and Server Selection. In Proceedings of INFOCOM, 2002.

[256] Y. Rekhter and T. Li. A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4), RFC1771. March 1995.

[257] REXML. http://www.germane-software.com/software/rexml/.

[258] J. Postel and J.K. Reynolds. File Transfer Protocol, RFC959. October 1985.

[259] Robert Ricci, Chris Alfeld, and Jay Lepreau. A Solver for the Network Testbed Mapping Problem.

In ACM SIGCOMM Computer Communications Review 33(2), 2003.

[260] T. Riker. Bzflag, 2002. http://www.bzflag.org.

[261] Ripe NCC RISwhois. http://www.ripe.net/ris/riswhois.html.

[262] Robst web page. http://net.ipc.hiroshima-u.ac.jp/robst/.

[263] J. Rosenberg, H. Schulzrinne, G. Camarillo, A. Johnston, J. Peterson, R. Sparks, M. Handley, and

E. Schooler. SIP: Session Initiation Protocol, RFC3261. June 2002.

[264] Route Views Project at the University of Oregon. http://www.routeviews.org/.

[265] Antony Rowstron and Peter Druschel. Pastry: Scalable, Decentralized Object Location, and

Routing for Large-Scale Peer-to-Peer Systems. Lecture Notes in Computer Science, Vol. 2218,

pp. 329–350, 2001. http://citeseer.ist.psu.edu/rowstron01pastry.html.

[266] RSM (Multimedia Networks and Services) department at ENST Bretagne, France. Web page, Last

visited January 2005.

http://www.enst-bretagne.fr/recherche/depts/depts/presentation.en.php?idD=7.

[267] RTCM Special Committee No. 104. RTCM RECOMMENDED STANDARDS FOR

DIFFERENTIAL GNSS (GLOBAL NAVIGATION SATELLITE SYSTEMS) SERVICE

VERSION 2.2. Radio Technical Commission For Maritime Services, VA, USA, 1998.

[268] Ruby DBI. http://ruby-dbi.sourceforge.net/.

[269] Russian Federation Ministry of Defence. GLONASS HOME PAGE. http://www.rssi.ru/SFCSIC/.

[270] P. Saint-Andre and Ed. Extensible Messaging and Presence Protocol (XMPP): Core, RFC3920.

October 2004.

[271] P. Saint-Andre and Ed. Extensible Messaging and Presence Protocol (XMPP): Instant Messaging

and Presence, RFC3921. October 2004.

692



[272] Kenji Saito. Peer-to-Peer Money: Free Currency over the Internet. In Proceedings of the Second

International Conference on Human.Society@Internet (HSI 2003), Lecture Notes in Computer

Science 2713. Springer-Verlag, June 2003.

[273] S. Savage, D. Wetherall, A. Kerlin, and T. Anderson. Practical network support for ip traceback.

In Proceedings of ACM 2000 SIGCOMM Conference, pp. 295–306, Stockholm, Swiss, August 2000.

[274] School of Internet (SOI) Working Group, WIDE Project. Web page, Last visited January 2005.

http://www.soi.wide.ad.jp/.

[275] Fritz Schwarz. Das Experiment von Wörgl, 1951. Hypertext document. Available electronically

at http://userpage.fu-berlin.de/~roehrigw/woergl/, (Shortened English translation by Hans

Eisenkolb is available at http://www.sunshinecable.com/~eisehan/woergl.htm).

[276] Sidonie Seron. Local Exchange Trading Systems 1—CREATION AND GROWTH OF LETS.

Hypertext document. Available electronically at

http://www.gmlets.u-net.com/resources/sidonie/home.html.

[277] SFC-MIP. http://www.wakikawa.net/Research/contents/mip6.html.

[278] sFlow. http://www.sflow.org/.

[279] Rie Shibui, Koki Mitani, and Fumio Teraoka. LIES: A inter Layer Information Exchange Sys-

tem for Mobile Communication. In The Sixth Workshop on Internet Technology (WIT2004),

December 2004. (in Japanese).

[280] Shinoda Laboratory at JAIST, Japan. Web page, Last visited January 2005.

http://shinoda-www.jaist.ac.jp/index.html.en.

[281] SHISA: an implementation of Mobile IPv6 within the KAME IPv6 stack, January 2005.

http://www.mobileip.jp/, http://www.kame.net/.

[282] Sip sub-working group. http://www.tahi.org/sip-ipv6/.

[283] A.C. Snoeren, C. Partridge, L.A. Sanches, C.E. Jones, F. Tchakountio, S.T. Kent, and W.T. Stayer.

Hash based IP traceback. In Proceedings of SIGCOMM ’01, San Diego, USA, August 2001.

[284] Snort. http://www.snort.org/.

[285] K. Sollins. The TFTP Protocol (Revision 2), RFC1350. July 1992.

[286] D. Song and A. Perrig. Advanced and authenticated techniques for ip traceback. In Proceedings of

INFOCOMM2001, April 2001.

[287] I. Stoica, D. Adkins, S. Zhuang, S. Shenker, and S. Surana. Internet Indirection Infrastructure. In

Proceedings of ACM SIGCOMM, August 2002.

[288] Ion Stoica, Robert Morris, David Karger, M. Frans Kaashoek, and Hari Balakrishnan. Chord:

A scalable peer-to-peer lookup service for internet applications. In Proceedings of ACM SIGCOMM,

August 2001.

[289] Ion Stoica, Robert Morris, David Karger, Frans Kaashoek, and Hari Balakrishnan. Chord: A Scal-

able Peer-To-Peer Lookup Service for Internet Applications. In Proceedings of the 2001 ACM

SIGCOMM Conference, pp. 149–160, 2001.

[290] R. Stone. Centertrack: an IP overlay network for tracking DoS floods. In Proceedings of 9th

USENIX Security Symposium ’00, Denver, USA, August 2000.

[291] E. Swierk, E. Kiciman, V. Laviano, and M. Baker. The Roma Personal Metadata Service. In Third

IEEE Workshop on mobile Computing Systems and Applications, December 2000.

[292] Sohgo Takeuchi, Yasuhito Watanabe, and Fumio Teraoka. The GLI System: A Global System

Managing Geographical Location Information of Mobile Entities, August 2001. Trans. IEICE,

Vol. E84-B, No. 8, pp. 2066–2075.

693



[293] A.S. Tanenbaum and M.V. Steen, editors. Distributed System. Prentice-Hall, 2002.

[294] Teraoka Lab, Keio University at Yagami. Web page, Last visited January 2005.

http://www.tera.ics.keio.ac.jp/.

[295] The 6th IPv6 Interoperability Test Event, organised by TAHI Project, January 2005.

http://www.tahi.org/inop/6thinterop.html.

[296] The Free Software Foundation. The GNU Privacy Guard. Hypertext document. Available elec-

tronically at http://www.gnupg.org/.

[297] The Free Software Foundation. The GNU Privacy Handbook. Available electronically at

http://www.gnupg.org/.

[298] The Network Simulator—ns-2. http://www.isi.edu/nsnam/ns/.

[299] The “Open Research Forum” (ORF) 2204, November 2004.

http://www.kri.sfc.keio.ac.jp/english/event/orf.html.

[300] the Public Netperf Homepage. http://www.netperf.org/netperf/NetperfPage.html.

[301] The StarBED Project. http://www.starbed.org/.

[302] Pascal Thubert and Nicolas Montavont. Nested NEMO Tree Discovery. Internet Draft draft-

thubert-tree-discovery-01.txt, IETF, October 2004. Work in progress.

[303] Pascal Thubert, Ryuji Wakikawa, and Vijay Devarapalli. NEMO Home Network Models. Internet

Draft draft-ietf-nemo-home-network-models-01, IETF, October 2004. Work in progress.

[304] O. Tobe, H. Hada, Y. Kawakita, and H. Sunahara. Design of the Server Selection Mechanism for

the Internet-Based Correction System. In GNSS2003, Graz, Austria, April 2003.

[305] Manabu Tsukada. Multiple Mobile Router Management. Faculty of Environmental Information,

Keio University, Japan, January 2005.

[306] Manabu Tsukada, Koshiro Mitsuya, and Julien Charbon. Test of multihoming with KAME imple-

mentation, September 2003. Internal-Memo (in Japanese).

[307] Manabu Tsukada, Koshiro Mitsuya, Masafumi Watari, and Keisuke Uehara. A dynamic

sharing mechanism of internet connectivity in mobile network. WIDE Memo wide-draft-icar-

mmrm-00.pdf, Keio University, January 2005.

[308] D. Turk. Configuring BGP to Block Denial-of-Service Attacks, RFC3882. September 2004.

[309] Unh-iol. http://www.iol.unh.edu/.

[310] USAGI Working Group: IPv6 and IPsec protocol stack for the Linux system, WIDE Project. Web

page, As of January 2005. http://www.linux-ipv6.org.

[311] Amin Vahdat, Ken Yocum, Kevin Walsh, Priya Mahadevan, Dejan Kostic, Jeff Chase, and David

Becker. Scalability and Accuracy in a Large-Scale Network Emulator. In Proceedings of 5th Sym-

posium on Operating Systems Design and Implementation (OSDI), December 2002.

[312] Virtual-Eye: A Large Scale Virtual environment. URL.

http://www-sop.inria.fr/planete/software/V-Eye/.

[313] Vasaka Visoottiviseth, Hiroyuki Kido, Katsuyoshi Iida, Youki Kadobayashi, and Suguru

Yamaguchi. Sender-initiated Multicast Forwarding Scheme. In Proceedings of IEEE International

Conference on Telecommunications 2003, February 2003.

[314] Vasaka Visoottiviseth, Yosuke Takahashi, Youki Kadobayashi, and Suguru Yamaguchi. SIM:

Sender Initiated Multicast for small group communications. In INET’2001, June 2001.

[315] P. Vixie. Extension Mechanisms for DNS (EDNS0), RFC2671. August 1999.

[316] Ryuji Wakikawa. Multiple Care-of Addresses Registration, September 2003.

draft-wakikawa-mobileip-multiplecoa-02.txt.

694



[317] Ryuji Wakikawa. Multiple Care-of Addresses Registration, Jun. 2004.

draft-wakikawa-mobileip-multiplecoa-03.txt.

[318] Ryuji Wakikawa, Susumu Koshiba, Thierry Ernst, Julien Charbon, Keisuke Uehara, and Jun

Murai. Enhanced Mobile Network Protocol for its Robustness and Policy Based Routing. IEICE

Transactions on Communications, Special Issue on Internet Technology IY, 2004.

[319] Ryuji Wakikawa, Keisuke Uehara, Thierry Ernst, and Kenichi Nagami. Multiple Care-of Address

Registration on Mobile IPv6. Internet Draft draft-wakikawa-mobileip-multiplecoa-03.txt,

IETF, June 2004.

[320] R. Wakikawa et al. Inter Home Agents Protocol (HAHA), February 2004.

draft-wakikawa-mip6-nemo-haha-01.txt.

[321] L. Wanninger and M. May. Carrier Phase Multipath Calibration of GPS Reference Station. In ION

GPS 2000, pp. 132–144, Salt Lake City, Utah, September 2000.

[322] Masafumi Watari. A Route Optimization Scheme for Nested Mobile Networks. Master’s thesis,

Keio University, Japan, Graduate School of Media and Governance, March 2005.

[323] Masafumi Watari and Thierry Ernst. Route Optimization with Nested Correspondent Nodes.

Internet Draft draft-watari-nemo-nested-cn-00.txt, IETF, February 2004. Work in progress.

[324] watsystems.net. WATSystems Home page. Hypertext document. Available electronically at

http://www.watsystems.net/.

[325] Brian White, Jay Lepreau, Leigh Stoller, Robert Ricci, Shashi Guruprasad, Mac Newbold, Mike

Hibler, Chad Barb, and Abhijeet Joglekar. An Integrated Experimental Environment for Dis-

tributed Systems and Networks. In Proceedings of the Fifth Symposium on Operating Systems

Design and Implementation, December 2002.

[326] WIDE Project. http://www.wide.ad.jp/.

[327] WIDE University School of Internet Web Page. http://www.soi.wide.ad.jp/.

[328] WIDEプロジェクト secure6 WG．UNIX MAGAZINE 2004年 11月号，ポスト・ファイアウォール

とネットワーク・セキュリティ．ASCII, October 2004.

[329] Mark Woodcock. Magic Money. Hypertext document. Available electronically at

http://www.csee.umbc.edu/~woodcock/cmsc482/proj1/magmoney.html.

[330] XML-RPC. http://www.xml-rpc.com/.

[331] T. Ylonen. SSH—Secure login connections over the Internet. In Proceedings of the 6th Security

Symposium USENIX Association: Berkeley, CA.

[332] B.Y. Zhao, J.D. Kubiatowicz, and A.D. Joseph. Tapestry: An Infrastructure for Fault-tolerant

Wide-area Location and Routing. Technical Report UCB/CSD-01-1141, UC Berkeley, April 2001.

http://citeseer.ist.psu.edu/zhao01tapestry.html.

[333] Sehlly Q. Zhuang, Kevin Lai, Ion Stoica, Randy H. Katz, and Scott Shenker. Host Mobility using an

Internet Indirection Infrastructure. In First Internet Conference on Mobile Systems, Applications,

and Services (ACM/USENIX Mobisys), May 2003.

[334] S. Zhuang, B. Zhao, A. Joseph, R. Katz, and J. Kubiatowicz. Bayeux: An architecture for scalable

and fault-tolerant wide-area data dissemination. In Proceedings of NOSSDAV, June 2001.

[335] 青木隆一，稲田龍．PKIと電子社会のセキュリティ．共立出版，October 2001.

[336] 和泉順子，竹内奏吾，渡辺恭人，植原啓介，砂原秀樹，寺岡文男，村井純．位置情報システムにおける

プライバシ管理方法の提案．DICOMO2000シンポジウム論文集，pp. 667–672, June 2000.

[337] 伊藤，小山，太田，石原．Mobile IPを用いた通信回線共有方式の提案．情報処理学会 DICOMO2003

論文集，pp. 97–100, June 2003.

695



[338] インターネット ITS協議会． http://www.internetits.org/.

[339] インターネット自動車プロジェクト．http://www.sfc.wide.ad.jp/InternetCAR/.

[340] 上松啓，吉川正人，倉島顕尚，坂田一拓，市村重博，小池雄一．携帯 Javaプログラムに向けたユーザ指向

のポリシーベースプライバシ保護方式．DICOMO2003シンポジウム論文集，pp. 553–556, June 2003.

[341] 大江将史，門林雄基，山口英．階層型 IPトレースバック機構の提案．IEICE trans. commun., Vol. J85-B,

No. 8, pp. 1313–1322, August 2002.

[342] 大江将史，門林雄基．階層型 IPトレースバック機構の実装と検証．IEICE trans. commun., Vol. J86-B,

No. 8, pp. 1486–1493, August 2003.

[343] 大江将史，櫨山寛章，門林雄基．階層型 IPトレースバックの評価．電子情報通信学会 技術研究報告

インターネットアーキテクチャ，第 103巻， July 2003.

[344] 大江将史，櫨山寛章，山本征一，白畑真．IEEE802.11ワイヤレスネットワーク管理システムの構築と

検証．電子情報通信学会論文誌．Vol. J87-B, No. 10, pp. 1607–1615, October 2004.

[345] 小川浩司，櫻井智明，大川恵子，村井純．インターネットを利用したリアルタイム中継における資料共

有システムの設計と実装．情報処理学会第 61回全国大会講演論文集，第 4巻，pp. 285–286, 2000.

[346] 海上保安庁．ディファレンシャル gps.

http://www.kaiho.mlit.go.jp/syoukai/soshiki/toudai/dgps/index.htm.

[347] 門林雄基，大江将史．IP トレースバック技術．情報処理，Vol. 42, No. 12, pp. 1175–1180,

December 2001.

[348] 金子雄，福村真哉，春本要，下條真司，西尾章治郎．モバイル環境における端末の位置情報に基づく

P2Pネットワークの提案と評価．電子情報通信学会第 15回データ工学ワークショップ（DEWS2004）

論文集，March 2004.

[349]（株）衛星測位情報センター．GPexホームページ．http://www.gpex.co.jp/.

[350] 河口星也，笹野耕治，藤井健二郎，近藤雅信，羽田久一，植原啓介．仮想基準局方式を用いた高精度位

置インフラへのアプローチ．日本航海学会誌 NAVIGATION, pp. 52–59, March 2001.

[351] 栗栖俊治．GLIシステム仕様書，June 2003.

[352] 栗栖俊治．インターネットを利用した移動体の位置情報管理機構の構築．慶應義塾大学 理工学部情報

工学科，February 2003.

[353] 國領二郎，日経デジタルコアトレーサビリティー研究会．デジタル ID革命 ICタグとトレーサビリ

ティーがもたらす大変革．日本経済新聞社，2004.

[354] 小西勇介，柴崎亮介．位置情報取得のための統合プラットフォームに関する基礎的研究．PhD thesis,

東京大学大学院，工学系研究科，March 2004.

[355] 近堂徹，西村浩二，相原玲二，前田香織，大塚玉記．高品質動画像伝送における FECの性能評価．情

報処理学会論文誌，第 45巻，pp. 84–92, 2004.

[356] 砂原秀樹，佐藤雅明，植原啓介，青木邦友，村井純．IPCar: インターネットを利用した自動車プロー

ブ情報システムの構築．電子情報通信学会 B論文誌，Vol. J85-B, No. 4, pp. 431–437, April 2002.

[357] 第 11回 ITS世界会議名古屋．Oct. 2004. http://www.itswc2004.jp/.

[358] 土屋淳，辻宏道．やさしいGPS測量．（社）日本測量協会，東京，1997.

[359] 土井裕介．移動計算機環境における名前キャッシュの影響に関する考察．インターネットコンファレン

ス ’98, 1998.

[360] 遠山祥広，塚田学，植原啓介，砂原秀樹，村井純．インターネット自動車のテストベッドの構築と評価．

情報処理学会研究報告 第 6回ユビキタスコンピューティングシステム，pp. 37–43, November 2004.

[361] 独立行政法人 情報通信研究機構 北陸 IT研究開発支援センター．

http://www.hokuriku-it.nict.go.jp/.

[362] 中尾嘉宏，許先明，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．自由度の高い解析可能なネットワークトラフィック計測

696



システムの実現．電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 2003, No. 99-107, pp. 43–44, November 2003.

[363] 浪江宏宗，萩原述史，新田信治，芝原芳信，斉藤雅行，金井嘉伸，金学進，安田明生．仮想基準局（VRS）

方式による RTK-GPSの評価．信学論（B），Vol. J84-B, No. 12, pp. 2160–2168, December 2001.

[364] 日本自動車研究所（JARI：Japan Automobile Research Institute）．http://www.jari.or.jp/.

[365] 広瀬洋一，吉田法茂，柳本静，高木伸朗．ストリー厶配信における試聴状態把握方式の提案．信学技報，

July 2002.

[366] 藤井聖，中尾嘉宏，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．フローを用いた特定トラフィック検出システムの運

用．情報処理学会研究報告，Vol. 2003, No. 118, pp. 103–108, November 2003.

[367] 平成 16年版 情報通信白書．

http://www.johotsusintokei.soumu.go.jp/whitepaper/ja/h16/index.html.

[368] 吉田法茂，広瀬洋一，永渕幸雄，柳本静，渡瀬順平，高木伸朗．ストリーミング配信におけるユーザ試

聴品質情報を利用した高度ネットワーク制御と新サービスの提案．信学技報，July 2002.

[369] 渡辺恭人，竹内奏吾，栗栖俊治，寺岡文男，村井純．プライバシ保護を考慮した地理位置情報システム

の実装と評価．電子情報通信学会論文誌，Vol. J86-B, No. 8, pp. 1434–1444, August 2003.

[370] 渡辺恭人，竹内奏吾，寺岡文男，植原啓介，村井純．プライバシ保護を考慮した地理位置情報システム．

情報処理学会論文誌，Vol. 42, No. 2, pp. 234–242, February 2001.

697





執筆者一覧





執筆者一覧

Part 題 目 著 者

1 インターネットを用いた高等教育環境 大川 恵子，工藤 紀篤，河野 英太郎，

Thierry Ernst，中村 素典，

Patcharee Basu，François Leiber，

堀場 勝広，前田 香織，三川 荘子，

村上 陽子，谷内 正裕

2 超小型地球局を用いた衛星通信システムの

インターネット上での利用

大江 将史，片岡 広太郎，

Zul Hilmi Zulkifli，竹井 淳，山本 聡

3 制御ネットワークの IP化 石山 政浩，井上 淳，岡部 宣夫，

鎌田 健一，坂根 昌一

4 ネットワークトラフィック統計情報の収集

と解析

海崎 良，小出 和秀，関谷 勇司，

竹井 淳，長 健二朗，Bradley Huffaker，

Matthew Luckie，湧川 隆次，

Walid Dabbous

5 フローベースのネットワークトラフィック

計測

藤井 聖，中村 豊

6 ネットワーク管理とセキュリティ 阿部 勝久，太田 耕平，

Glenn Mansfield Keeni，齋藤 武夫，

土井 一夫

7 ネットワークプロセッサを用いたアプリ

ケーション開発

飯村 卓司，大宅 祐史，田中 貴志，

櫨山 寛章，益井 賢次

8 エンドホスト OSにおける汎用ネットワー

ク制御機構の研究開発

奥村 貴史

9 BSDにおける IPv6/IPsecスタックの研究

開発

坂根 昌一，島 慶一，神明 達哉，

鈴木 伸介，萩野 純一郎，百瀬 剛

10 Linuxにおける IPv6/IPsecスタックの研

究開発

新本 真史，國武 功一，小堺 康之，

杉本 信太，関谷 勇司，高宮 紀明，

知念 充，中村 雅英，稗方 和夫，

宮澤 和紀，吉藤 英明

11 Nautilus6 Project: Research/

Development/Deployment of mobility

technologies in IPv6

Thierry Ernst，島 慶一，François Leiber，

Romain Kuntz，神谷 弘樹，Saber Zrelli，

Emil Ivov，Julien Montavont

701



Part 題 目 著 者

12 IPv6環境におけるセキュリティ 近藤 賢志，廣海 緑里

13 IPv6に関する検証技術 秋定 征世，宮田 宏，尾添 靖通，

榎原 秀志，大原 健太郎，遠藤 正仁

14 IPパケットの暗号化と認証 鎌田 健一，神田 充，坂根 昌一，

福本 淳，宮澤 和紀

15 Explicit Multi-Unicast 今井 祐二，鈴木 恒一

16 DNS extension and operation

environment

石原 知洋，神明 達哉，関谷 勇司，

藤原 和典，森 健太郎

17 ENUMテストベッドの運用 石田 慶樹，島 慶一，藤原 和典，

森 健太郎，米谷 嘉朗

18 公開鍵証明書を用いた利用者認証技術 木村 泰司，櫻井 三子

19 IPトレースバック・システムの研究開発 大江 将史，門林 雄基，櫨山 寛章

20 自動車を含むインターネット環境の構築 新井 イスマイル，和泉 順子，磯村 学，

植原 啓介，佐藤 雅明，砂原 秀樹，

塚田 学，遠山 祥広，中村 豊，

藤川 和利，松浦 知史，三屋 光史朗，

村井 純，湧川 隆次

21 実空間ネットワーク環境 川喜田 佑介，谷 隆三郎，成瀬 大亮，

羽田 久一，廣瀬 峻

22 インターネットとGNSSを利用した高精度

測位

浅子 正浩，石井 真，和泉 順子，

植原 啓介，河口 星也，斎藤 充治，

砂原 秀樹，戸辺 論，李 健新

23 インターネットにおける地理位置情報の管

理手法

阿部 公輝，栗栖 俊治，楯岡 孝道，

沼田 雅美，Nor Zehan Binti Ahmad，

原 史明，渡辺 恭人

24 IRCの運用状況とデータ解析 頴原 桂二郎，菊地 高広，辰巳 智

25 Integrated Distributed Environment

with Overlay Network

飯村 卓司，門林 雄基，斉藤 賢爾，

土井 裕介，櫨山 寛章

26 Auto-IDとインターネット 宇夫 陽次朗，鈴木 茂哉

27 XMLによる RDBの抽象化 若山 史郎
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Part 題 目 著 者

28 ストリーム配信技術 井上 博之，工藤 めぐみ，下國 治，

渡辺 道和

29 超広帯域ネットワークにおけるキラーアプ

リケーション

千代 佑，久松 剛，松園 和久

30 IPv6の欠点の修正 国武 功一，下條 敏男，神明 達哉，

竹内 奏吾，長 健二朗，山本 和彦

31 実ノードを用いた大規模なインターネット

シミュレーション環境の構築

磯崎 直樹，門林 雄基，篠田 陽一，

鈴木 未央，高島 大裕，知念 賢一，

櫨山 寛章，三角 真，宮地 利幸

32 Asian Internet Interconnection

Initiatives

Achmad Husni Thamrin，熊木 美世子，

Jelina Tetangco，Tan Chen Wei，

Tommy Tai Wee Fatt，

Basuki Suhardiman，藤枝 俊輔，

Mohamad Dikshie Fauzie，

横山 輝明

33 IXの運用技術 岡本 裕子，加藤 朗，重近 範行，

関谷 勇司，中村 修，長谷部 克幸，

森島 直人，安田 歩，山口 英

34 JGNII Operation 山内 一郎，三宅 喬，美甘 幸路，

島田 淳一，小林 和真，江崎 浩

35 10G広帯域グローバルテストベッド 江崎 浩

36 大規模な仮設ネットワークテストベッドの

設計・構築とその運用

石原 知洋，入野 仁志，川喜田 佑介，

栗栖 俊治，斉藤 賢爾，下國 治，

関谷 勇司，田中 康之，土井 裕介，

櫨山 寛章，藤井 聖，藤原 和典，

水谷 正慶，山本 成一，渡辺 恭人

37 M Root DNSサーバの運用 加藤 朗，関谷 勇司

38 WIDEネットワークの現状 宇多 仁，頴原 桂二郎，岡村 耕二，

岡本 裕子，奥村 貴史，垣内 正年，

齋藤 武夫，関谷 勇司，竹内 奏吾，

田中 康之，土井 一夫，中村 素典，

西村 浩二，長谷部 克幸，藤原 和典，

許 先明，三宅 喬，森島 直人，

山本 成一

編集担当：青木 太一，大橋 純，斎田 佳輝，砂原 秀樹，戸辺 論
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